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（２）目的 
  研究開発評価は、政策マネジメントサイクルの一角をなす重要なプロセスであり、以下の点を目的

に、研究開発プログラム及び研究開発課題の成果や実績等を厳正に評価するものである。 
① より良い政策、施策への反映 
② より効果的・効率的な研究開発の実施 
③ 国民への技術に関する施策・事業の開示 
④ 資源の重点的・効率的配分への反映 

 
（３）基本理念 
  評価の実施に当たっては、「透明性の確保」、「中立性の確保」、「継続性の確保」、「実効性の確保」

を基本理念とする。 
   
     
２．実施方法 
（１）評価の対象 

当省において取り組んでいる、「研究開発プログラム」及び「研究開発課題（プロジェクト）」を対

象とする。 
「研究開発プログラム」とは、研究開発が関連する政策・施策等の目的（ビジョン）を実現するた

めの活動のまとまりのことであって、複数の研究開発課題によって構成されるもの（「複数課題プロ

グラム」）又は資金を配分する主体が研究課題を募り、提案した中から採択した研究課題に研究開発

資金を配分する競争的資金制度等（「研究資金制度プログラム」）をいう。 
また、「研究開発課題（プロジェクト）」とは、具体的に研究開発を行う個別の実施単位であり、当

省が定めた明確な目的や目標に沿って実施されるものをいう。 
 
（２）評価の類型 

研究開発評価は、その実施時期により、事前評価、中間評価、終了時評価及び追跡評価に区分され

る。 
①事前評価 ：研究開発プログラム・研究開発課題（プロジェクト）の創設に当たり、予算要求前段

階で実施する評価。 
②中間評価 ：研究開発プログラム・研究開発課題（プロジェクト）の開始後、３年程度ごとに実施

する評価。 
③終了時評価：研究開発プログラム・研究開発課題（プロジェクト）の終了時に行う評価（事業が終

了する前の適切な時期に行う終了前評価と終了直後に行う事後評価がある）。 
④追跡評価 ：複数課題プログラム・研究開発課題（プロジェクト）の終了時評価後 5 年経過程度まで

実施する評価。 
 
 
 






